
総合工学委員会原子力安全に関する分科会小委員会の設置について 

 

分科会等名：研究用原子炉の在り方検討小委員会       

 

１ 

所属委員会名 

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印

を付ける。） 

総合工学委員会 

２ 委員の構成  
２５名以内の会員又は連携会員若しくは会員又は連携会員以外の

者 

３ 設 置 目 的   原子力や放射線利用に関して、これまで重要な役割を担ってきた

我が国の研究用原子炉は、材料試験炉（Japan Materials Testing 

Reactor；JMTR）の廃炉の決定の他、京都大学研究用原子炉（Kyoto 

University Research Reactor；KUR）や日本原子力研究開発機構が

持つ研究用原子炉施設（Japan Research Reactor No.３；JRR3）な

どの老朽化など危機的状況にある。 

一方、もんじゅの廃炉に伴い政府では新たな研究炉の建設も検討さ

れている。このような状況を鑑み、学術会議では、今後の我が国の

研究用原子炉のあり方について早急に検討しなければならない。 

24期から、当小委員会は放射線・放射能の利用に伴う課題検討分

科会の下の小委員会から原子力安全に関する分科会の下へ移して

活動しているものである。 

４ 審 議 事 項  １．研究用原子炉のあるべき役割 

２．研究用原子炉の持つべき機能 

３．研究用原子炉の備えるべき要件 

４．研究用原子炉の共同利用体制 

に係る審議に関すること 

５ 設 置 期 間 令和３年２月２５日 ～ 令和５年９月３０日 

６ 備    考 ※事実上２４期からの継続 

 


